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次

　
一
　
序
説

　
二
　
婚
約
破
棄
訴
訟
廃
止
立
法
の
前
史

　
三
　
法
律
委
員
会
の
活
動
（
以
上
四
十
六
号
）

　
四
　
「
法
律
委
員
会
報
告
書
」
の
概
要
（
一
）
（
本
号
）

　
　
　
　
四
「
法
律
委
員
会
報
告
書
」
の
概
要
（
一
）

　
日
　
「
法
律
委
員
会
報
告
書
・
第
二
六
号
・
婚
約
の
破
棄
（
T
h
e

L
a
w

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n

[
L
a
w

C
o
m
.

N
o
.

2
6
]
B
r
e
a
c
h

o
f

P
r
o
m
i
s
e

o
t

M
a
r
r
i
a
g
e
;
I
は
、
一
九
六
五
年
法
律
委
員
会
法
（
T
i
r
;
c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
s

A
c
t

1
9
6
5
）
第
三
条
第
二
項
に
し
た
が
っ
て
、
一

九
六
九
年
八
月
二
五
日
、
大
法
官
（
ガ
ー
ド
ナ
ー
卿
）
に
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
一
四
日
に
、
下
院
の
命
に
よ
っ

　
　
　
続
・
イ
ギ
リ
ス
婚
約
法
に
関
す
る
覚
書
§
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て
刊
行
さ
れ
た
。

　
本
「
報
告
書
」
作
成
・
提
出
時
の
法
律
委
員
会
の
委
員
は
、
委
員
長
た
る
ス
カ
ー
マ
ン
判
事
と
一
人
の
裁
判
官
お
よ
び
三
名
の
勅

選
弁
護
士
で
あ
り
、
さ
ら
に
M
r
.

A
r
t
h
e
rS
t
召
ぎ
t
a
c
o
t
{
0
ﾛ
が
特
別
顧
問
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
一
九

六
五
年
本
委
員
会
発
足
当
時
と
全
く
変
っ
て
い
な
い
。

　
前
稿
「
○
」
（
本
誌
第
四
十
六
号
）
に
述
べ
た
如
く
、
本
「
報
告
書
」
は
、
約
三
五
頁
か
ら
成
り
、
こ
の
う
ち
本
文
が
約
一
九
頁
を

占
め
、
こ
れ
に
約
一
六
頁
の
付
録
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
目
次
は
、
す
で
に
前
稿
「
Ｂ
」
に
掲
記
し
た
の
で
、
こ
こ
で
詳
説
す

る
こ
と
は
避
け
る
が
、
大
要
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
は
、
ほ
ぼ
、
次
の
五
つ
の
部
分
に
わ
か
れ
て
い
る
。

　
第
一
は
、
「
Ａ
　
序
文
」
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
に
関
す
る
現
状
の
要
約
で
あ
る
（
「
Ｂ
　
婚
約
の
解
消
に
関
す
る
現
在
の
救
済
方
法
」
、
「
Ｃ
　
婚
約
破
棄
訴
訟
の

特
殊
な
場
合
」
）
。

　
第
三
は
、
「
Ｄ
　
本
訴
訟
の
廃
止
に
対
す
る
従
来
の
動
向
」
で
あ
る
。

　
第
四
は
、
本
訴
訟
の
廃
止
に
関
す
る
諸
提
案
の
紹
介
と
そ
れ
ら
の
比
較
で
あ
る
（
「
Ｅ
　
改
正
に
関
す
る
最
近
の
諸
提
案
」
、
「
Ｆ
　
諸
提

案
の
比
較
」
）
。

　
第
五
は
、
委
員
会
の
勧
告
と
そ
れ
に
伴
な
り
問
題
点
お
よ
び
勧
告
の
要
約
で
あ
る
（
「
Ｇ
　
勧
告
」
、
「
Ｈ
　
副
次
的
諸
問
題
」
、
「
Ｉ

勧
告
の
要
約
」
）
。

　
付
録
は
、
Ａ
な
い
し
Ｄ
の
四
項
目
に
わ
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
Ａ
　
註
釈
付
法
改
正
（
婚
約
破
棄
）
法
草
案
」
、
「
Ｂ
　
諮

問
機
関
」
、
「
Ｃ
　
北
米
合
衆
国
及
び
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
婚
約
破
棄
に
関
す
る
法
律
」
、
「
Ｄ
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
雑
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訴
訟
に
関
す
る
不
法
行
為
及
び
一
般
法
改
正
委
員
会
の
報
告
書

｜
－
婚
約
破
棄
に
関
す
る
抜
粋
」
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
本
「
報
告
書
」
を
、
主
と
し
て
紙
幅
を
考
慮
し
、
逐
語
的
に
で
は
な
く
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
内
容
を
、
要
約
一
紹
介

し
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
る
が
、
も
と
も
と
「
報
告
書
」
そ
の
も
の
が
要
約
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
か
な
り

の
程
度
、
原
文
に
即
し
た
紹
介
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
原
文
に
比
較
的
詳
細
に
付
さ
れ
て
い
る
脚
註
は
、
ほ

と
ん
ど
省
略
し
、
紹
介
を
簡
潔
に
な
す
べ
く
努
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
㈹
　
本
「
報
告
書
」
は
、
「
Ａ
　
序
文
」
に
お
い
て
、
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
田
　
ま
ず
、
法
律
委
員
会
の
前
記
「
第
一
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
に
戎
c
o
m
.

N
o
.

1
）
の
う
ち
、
「
例
外
、
す
た
れ
た
原
則
、
古
く
な

っ
た
手
続
を
含
む
雑
損
（
m
i
s
c
e
l
l
a
n
e
o
u
s

m
a
t
t
e
r
s

i
n
v
0
才
i
n
g

a
n
o
m
a
l
i
e
s
｡

o
b
s
o
l
e
s
c
e
n
t

p
r
i
n
c
i
p
l
e
s

o
r

a
r
c
h
a
i
c

p
r
o
c
e
d
a
a
）
」

な
る
表
題
の
も
と
に
、
審
査
を
要
す
る
若
干
の
事
項
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
事
項
の
な
か
に
、
委
員
会
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
を

含
め
て
い
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
②
　
次
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
法
律
委
員
会
の
審
議
の
経
過
が
、
極
く
簡
単
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
一
九
六
六
年
二
月
に
、
法
律
委
員
会
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
の
権
利
を
端
的
に
廃
止
す
る
た
め
の
仮
提
案
を
配
布
し

た
。

　
こ
の
仮
提
案
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
、
法
律
家
の
団
体
と
、
一
般
の
団
体
に
諮
問
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
数
は
一
七
団
体
に
及

び
、
そ
の
リ
ス
ト
は
、
「
付
録
Ｂ
　
諮
問
機
関
」
（
本
稿
後
掲
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
法
律
家
の
団
体
な
い
し
機
関
と
し
て
は
、

T
}
お
}
w
a
c
o
u
n
c
i
l
（
法
廷
弁
護
士
評
議
会
）
、
T
n
e

i
^
a
w

s
o
c
i
e
t
y
（
事
務
弁
護
士
協
会
）
な
ど
が
あ
り
、
一
般
の
団
体
と
し
て
は
、

た
と
え
ば
、
ま
叱
t
‘
訃
C
o
巴

'
n
c
i
l

o
f
C
r
日
c
h
e
s

;

M
a
r
r
i
e
d
y
鴫
0
m
e
n
'
s

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
;

N
a
t
i
o
n
a
l
C
o
u
n
c
i
l

f
o
r
t
h
e

I
に
J
n
-
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m
a
r
r
i
e
d
K
o
t
h
e
r

a
n
dH
e
r
C
r
}
d
の
よ
う
な
諸
団
体
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
団
体
か
ら
は
、
本
訴
訟
の
廃
止
に
対
し
、
広
い
支
持
が
あ
っ
た
が
、
法
律
家
の
団
体
は
（
明
ら
か
に
現
行
法
を
好

ま
し
く
思
っ
て
は
い
な
い
が
）
何
ら
か
の
救
済
方
法
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
救
済
方
法
に
つ
い
て
は
、
見
解

が
分
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
委
員
会
は
、
婚
約
の
解
消
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
失
に
対
す
る
救
済
を
、
一
定
の
条
件
の
下
に
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
見
解
を
承
認
し
、
一
九
六
八
年
三
月
、
よ
り
進
ん
だ
諮
問
を
姶
め
た
。
本
報
告
書
及
び
そ
の
勧
告
は
、
こ
れ
ら
の
、
よ
り
進
ん
だ

諮
問
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
委
員
会
は
、
若
干
の
ほ
か
の
法
体
系
に
よ
っ
て
採
ら
れ
て
い
る
解
決
方
法
に
も
留
意
し
た
。
北
米
合
衆
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ー
、
西
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
な
ど
の
法
制
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
簡
潔
な
吟
味
が
、
「
付
録
　
Ｃ
」
（
本
稿
後
述
）
に
お

い
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
委
員
会
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
社
会
的
な
態
度
が
国
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
異
な
り
、
し
か
も
、
法
は
そ
の
社
会
的
態
度

の
た
し
か
な
指
標
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
本
訴
訟
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

人
々
が
そ
の
使
用
に
賛
成
し
て
い
る
と
推
論
す
る
の
は
誤
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
委
員
会
の
諮
問
が
、
そ
の
逆
を
示
し
て
い
る
し
、

（
一
九
六
七
年
に
成
年
に
関
す
る
報
告
を
提
出
し
た
）
レ
イ
テ
ィ
委
員
会
も
、
と
く
に
こ
の
点
に
つ
い
て
勧
告
は
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の

訴
訟
が
若
い
人
々
に
と
っ
て
、
彼
等
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
見
出
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
白
一
　
次
に
本
「
報
告
書
」
は
、
婚
約
の
解
消
に
関
す
る
現
在
の
救
済
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
一
般
的
な
場
合
（
Ｂ
）
と
特
殊
な
場
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合
（
Ｃ
）
を
各
々
と
り
あ
げ
て
解
説
し
て
い
る
。

　
右
の
う
ち
、
一
般
的
な
場
合
（
Ｂ
）
は
、
損
害
賠
償
の
訴
（
ａ
）
と
、
贈
物
と
財
産
の
回
復
（
ｂ
）
の
二
つ
の
場
合
に
分
け
て
論
じ

ら
れ
て
お
り
、
特
殊
な
場
合
（
ｃ
）
も
、
∽
回
W
対
S
h
a
w
事
件
（
そ
の
内
容
は
後
述
）
の
如
き
場
合
（
ａ
）
と
、
妊
娠
に
対
す
る
補

償
の
場
合
（
ｂ
）
に
分
け
て
説
か
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
そ
れ
ら
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

　
�
　
「
Ｂ
　
婚
約
の
解
消
に
関
す
る
現
在
の
救
済
方
法
」
Ｉ
ハ
㈱
　
損
害
賠
償
の
訴
」

　
こ
こ
で
は
、
次
の
諸
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
最
初
に
、
歴
史
的
な
経
過
が
簡
単
に
回
顧
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
七
世
紀
以
前
に
お
い
て
は
、
婚
約
は
専
ら
教
会
の
管
轄
事
項

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
婚
約
破
棄
に
因
る
損
害
賠
償
は
み
と
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
婚
約
の
破
棄
に
因
る
訴
が
、
通
常
裁
判
所
に

対
し
て
な
さ
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
治
下
（
一
六
二
五
年
－
一
六
四
九
年
）
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
以
前
か
ら
、
教
会
で
の
挙
式
を
欠
い
た
婚
姻
に
つ
い
て
聖
職
者
の
前
で
の
挙
式
を
求
め
る
教
会
裁
判
所
に
お
け
る
訴

が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
七
五
三
年
に
秘
密
婚
を
防
止
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ク
卿
法
が
全
て
の
婚
姻
に
婚
姻
の
予
告
の
後

に
教
会
で
挙
式
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
右
の
訴
は
廃
止
さ
れ
た
。

　
次
に
、
従
来
の
婚
約
破
棄
に
因
る
損
害
賠
償
の
訴
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
が
素
描
さ
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
婚
約
破
棄
訴
訟
は
、
そ
の
発
展
に
と
も
な
い
、
取
引
上
の
合
意
と
他
の
種
類
の
合
意
の
間
に
何
ら
か
の
区
別
を
設
け

よ
う
と
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
否
定
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
ゆ
え
に
、
結
婚
の
約
束
は
、
法
的
に
拘
東
力
の
あ
る
契
約
の
全
て
の
条

件
を
充
足
し
、
た
と
え
ば
雇
傭
契
約
と
全
く
同
様
に
強
制
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
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裁
判
所
は
、
婚
約
が
法
的
な
結
果
を
意
図
し
な
い
単
な
る
社
会
的
な
或
い
は
家
庭
的
な
と
り
き
め
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
も
許

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
方
の
当
事
者
が
、
正
当
な
理
由
な
く
他
の

者
と
結
婚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
契
約
の
履
行
を
拒
ん
だ
な
ら
ば
、
そ
の
当
事
者
は
、
直
接
の
金
銭
的
損
失
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
ほ

か
に
、
原
告
の
感
情
、
名
誉
お
よ
び
結
婚
の
可
能
性
に
対
す
る
毀
損
に
関
す
る
一
般
損
害
賠
償
額
（
g
e
n
e
r
a
l

d
a
m
a
g
e
s
）
を
含
む
損

害
賠
償
を
支
払
う
責
任
が
あ
る
。

　
未
成
年
、
違
法
、
不
実
表
示
（
詐
欺
）
の
よ
う
な
す
べ
て
の
契
約
破
棄
訴
訟
に
共
通
の
抗
弁
が
、
婚
約
破
棄
訴
訟
に
お
い
て
も
、

被
告
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
婚
約
に
お
い
て
は
、
他
方
に
知
ら
れ
て
い
な
い
全
て
の
重
要
事
実
を
明
ら
か
に
す
る

特
別
の
義
務
は
存
存
し
な
い
。
し
か
し
、
婚
約
破
棄
訴
訟
に
特
有
の
一
定
の
抗
弁
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
方
の
当
事
者
が
、

婚
約
の
以
前
か
ら
あ
る
い
は
後
に
生
じ
た
重
大
な
知
的
、
精
神
的
あ
る
い
は
肉
体
的
疾
患
を
蒙
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
他
方
の
当
事

者
は
、
婚
約
を
お
こ
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
な
け
れ
ば
、
婚
約
の
解
消
を
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
裁
判
所
が
、
当
事
者
が
婚
約
の
解
消
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
知
的
、
肉
体
的
疾
患
を
理
由
に
で
き
な
い
と
、
現
存
で

も
判
示
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
婚
約
破
棄
訴
訟
に
は
、
他
の
契
約
に
関
す
る
請
求
と
異
な
る
い
く
つ
か
の
特
色
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
T
r
e
E
v
{
d
Q
n
c
e

F
u
r
-

t
h
e
rA
m
e
n
d
m
e
n
tA
c
t
1
8
6
9
第
二
条
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
に
お
い
て
、
当
事
者
を
、
結
婚
の
約
束
に
対
す
る
証
人
能
力
あ
る
証

人
と
し
て
い
る
が
、
「
い
か
な
る
原
告
も
、
婚
約
破
棄
訴
訟
に
お
い
て
、
彼
ま
た
は
彼
女
の
証
言
が
、
そ
の
約
束
を
支
持
す
る
関
連

証
拠
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
評
決
を
う
る
こ
と
は
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
た
と
え
裁
判
所
が
、
そ
の
訴
訟
に
お
け

る
原
告
が
正
直
で
あ
り
、
誠
実
且
つ
信
頼
し
う
る
と
の
結
論
に
達
し
て
も
、
独
立
の
補
強
証
拠
が
な
け
れ
ば
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
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の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
規
定
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
合
意
に
よ
る
か
、
高
等
法
院
か
ら
の
移
送
に
も
と
づ
か
な
け
れ
ば
、
州
裁
判
所
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
に
対
す
る
管
轄
権
を
持
っ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
、
当
事
者
の
い
ず
れ
も
、
陪
審
に
よ
る
裁
判
を
要
求
で
き
る
。
訴
訟
救
助
は
、
原
告
お
よ
び
被
告
の
い
ず
れ
に
も

み
と
め
ら
れ
な
い
。

　
な
お
、
本
訴
訟
が
死
亡
し
た
約
束
者
の
財
産
に
対
し
て
起
さ
れ
た
場
合
、
あ
る
い
は
死
亡
し
た
受
約
者
の
財
産
の
た
め
に
起
さ
れ

た
場
合
の
損
害
賠
償
の
範
囲
に
つ
い
て
T
h
e

L
a
w

K
e
t
o
r
m
(
M
i
s
c
e
l
l
a
n
e
o
u
s

P
r
o
v
i
s
i
o
n
s
)

A
c
t

1
9
3
4
に
規
定
が
あ
る
。

　
さ
て
、
最
後
に
、
報
告
書
は
、
本
訴
訟
の
現
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
本
項
を
結
ん
で
い
る
。

　
　
「
本
訴
訟
は
、
男
女
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
男
に
よ
る
訴
訟
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
今

日
、
い
か
な
る
程
度
の
訴
訟
が
お
こ
な
わ
れ
或
い
は
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と
し
た
か
を
、
正
確
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
訴
訟

が
裁
判
に
ま
で
も
ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
こ
こ
で
次
の
よ
う
に
註
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
民
事
司
法
統
計
は
、
婚
約
破
棄
に
因
っ
て
各
年
度
提
起
さ
れ
た
訴
訟
の
数
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
そ
の
数
字
が
確
め
ら

れ
た
と
し
て
も
、
こ
の
訴
権
の
重
要
性
を
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
脅
し
に
用
い
ら
れ
、
令
状
の
発
行
以
前
に
解
決
が
な
さ
れ
る

よ
う
な
場
合
が
あ
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
。
）
。
委
員
会
が
法
律
関
係
者
か
ら
得
た
情
報
に
よ
る
と
、
裁
判
所
に
登
場
す
る
よ
う
な

事
件
に
お
い
て
は
、
現
実
の
経
済
的
損
失
に
対
す
る
請
求
は
一
般
に
極
く
少
な
く
、
普
通
は
、
主
た
る
請
求
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
損

害
賠
償
額
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
」
。

　
②
　
「
Ｂ
　
婚
約
の
解
消
に
関
す
る
現
存
の
救
済
方
法
」
―
Ｉ
ハ
㈲
　
贈
物
と
財
産
の
回
復
」

　
贈
物
と
財
産
の
回
復
に
つ
い
て
、
「
報
告
書
」
は
、
場
合
を
分
け
て
、
従
来
の
法
的
扱
い
を
記
述
し
て
い
る
。
第
一
は
、
第
三
者
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が
婚
約
者
に
贈
物
を
し
た
場
合
で
あ
る
。
第
二
は
、
婚
約
者
相
互
間
で
贈
物
が
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
婚
約
指
輪
の
贈

与
も
含
ま
れ
る
。
第
三
は
、
婚
約
者
間
で
、
贈
与
の
意
思
が
不
明
確
な
金
銭
又
は
財
産
の
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
第
四

は
、
婚
約
当
事
者
が
、
婚
姻
中
に
使
用
す
る
た
め
に
、
共
同
で
一
定
の
財
産
（
た
と
え
ば
家
屋
）
を
購
入
し
た
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
友
人
や
親
類
な
ど
の
第
三
者
が
婚
約
者
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
贈
り
物
は
、
婚
姻
の
成
立
を
条
件
と
し
て
い
る
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
く
に
反
証
が
な
い
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ
、
婚
姻
が
成
立
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
授
贈

者
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
婚
約
当
事
者
間
の
贈
物
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
の
成
立
を
条
件
と
す
る
場
合
と
し
な
い
場
合
で
扱
い
を
異
に
す
る
（
い
ず

れ
の
推
定
も
な
く
立
証
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
）
。
婚
姻
の
成
立
を
条
件
と
し
て
い
な
い
贈
物
（
た
と
え
ば
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

よ
う
な
も
の
と
註
記
さ
れ
て
い
る
）
は
、
回
復
さ
れ
な
い
（
受
贈
者
の
側
か
ら
不
当
に
破
棄
さ
れ
て
も
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
）
。
こ
れ
に
対

し
、
婚
姻
の
成
立
を
条
件
と
す
る
贈
物
は
、
授
贈
者
に
よ
っ
て
婚
約
が
不
当
に
破
棄
さ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
（
受
贈
者
に
ょ
っ
て
不
当

破
棄
さ
れ
た
場
合
は
勿
論
、
い
ず
れ
に
も
責
任
が
な
い
場
合
も
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
）
回
復
さ
れ
る
。
し
か
し
、
婚
約
指
輪
に
つ
い
て
は
、

異
る
扱
い
が
さ
れ
て
き
た
と
、
委
員
会
は
み
て
い
る
ょ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
婚
約
指
輪
は
、
婚
姻
の
成
立
を
条
件
と
す
る
と
い

う
推
定
を
う
け
て
き
た
。

　
第
三
は
、
婚
約
者
間
で
、
贈
与
の
意
思
が
立
証
さ
れ
な
い
よ
う
な
金
銭
又
は
財
産
の
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
が
、
か
よ
う

な
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
が
対
価
を
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
回
復
を
み
と
め
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
い
う
。
け
だ
し
、
こ
の
場

合
、
譲
受
人
は
譲
渡
人
の
た
め
に
保
管
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
原
則
が
、
婚
約
者
間
の
法
律
行
為

に
、
ど
の
程
度
ま
で
適
用
さ
れ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
き
、
報
告
書
は
、
な
お
詳
し
く
言
及
す
る
が
、
こ
こ
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で
は
割
愛
す
る
）
。

　
第
四
は
、
婚
約
当
事
者
が
、
婚
的
中
に
使
用
す
る
た
め
に
共
同
で
一
定
の
財
産
（
た
と
え
ば
、
婚
姻
生
活
の
た
め
の
家
屋
）
を
購
入
し

た
よ
う
な
場
合
の
財
産
関
係
で
あ
る
。
こ
の
財
産
に
関
す
る
彼
等
の
受
益
権
は
、
財
産
法
の
一
般
原
則
に
し
た
が
っ
て
決
定
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
彼
等
は
、
価
格
に
対
す
る
各
自
の
分
担
額
の
割
合
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
物
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か

し
、
右
財
産
の
改
良
あ
る
い
は
修
繕
な
ど
の
分
担
額
に
関
す
る
地
位
は
明
ら
か
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
本
「
報
告
書
」
の
う
ち
「
Ｂ
　
婚
約
の
解
消
に
関
す
る
現
存
の
救
済
方
法
」
の
要
旨
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
法
律
委
員
会

の
見
解
に
す
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
異
論
の
余
地
な
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
次
項
「
Ｃ

婚
約
破
棄
訴
訟
の
特
殊
な
場
合
」
等
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
「
ｃ
　
婚
約
破
棄
訴
訟
の
特
殊
な
場
合
」
ｌ
ｌ
「
㈲
　
S
h
a
w
対
∽
回
w
事
件
」

　
以
下
「
報
告
書
」
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
に
お
け
る
二
つ
の
特
殊
な
問
題
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
か
の
∽
r
w
対
∽
回
1
事
件
（
〔
1
9
5
4
〕
に
£
.
B
.

4
2
9
）
の
如
き
場
合
の
救
済
の
問
題
で
あ
る
。
第
二
は
、
婚

約
中
に
女
が
妊
娠
し
子
を
出
産
し
た
よ
う
な
場
合
の
救
済
の
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
従
来
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
に
よ
っ
て
救
済

を
う
け
て
き
た
場
合
で
あ
る
が
、
本
訴
訟
の
廃
止
を
意
図
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
救
済
方
法
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
結
論
か

ら
言
え
ば
、
委
員
会
は
、
第
一
の
問
題
（
S
h
a
w
対
S
h
a
w
事
件
の
如
き
場
合
）
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
救
済
方
法
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
の
「
Ｇ
　
勧
告
」
に
伴
な
り
「
Ｈ
　
副
次
的
諸
問
題
」
に
お
い
て
、
さ
ら
に
言
及

さ
れ
る
（
D
r
a
f
t
第
四
条
、
吋
{
第
六
条
が
、
そ
の
た
め
の
救
済
規
定
で
あ
る
｝
。
第
二
の
問
題
（
婚
約
中
に
女
が
妊
娠
し
た
場
合
）
に
つ
い
て

は
、
と
く
に
救
済
規
定
を
設
け
る
必
要
が
な
い
と
さ
れ
た
（
そ
の
理
由
は
、
次
項
で
紹
介
す
る
）
。
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さ
て
、
∽
r
w
対
帥
r
s
事
件
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
原
告
女
は
、
彼
女
の
「
夫
」
が
既
婚
者
で
あ
る
た
め
に
そ

れ
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
婚
姻
を
お
こ
な
っ
た
。
か
な
り
の
年
月
を
経
た
後
に
、
彼
女
の
「
夫
」
が
死
亡
し
、
真
実
が
明

ら
か
と
な
り
、
彼
女
は
夫
の
遺
産
に
つ
い
て
損
害
賠
償
の
訴
を
提
起
し
た
。
も
う
少
し
事
実
関
係
を
詳
し
く
述
べ
て
お
こ
う
。
一
九

三
七
年
に
既
婚
者
P
e
r
c
y

S
h
a
w
は
、
自
ら
を
節
夫
と
称
し
て
、
寡
婦
i
v
i
r
s
.

i
V
i
o
s
e
l
e
y
と
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
彼
は
常
に
自

ら
を
節
夫
と
称
し
て
お
り
、
彼
等
は
夫
婦
と
し
て
同
棲
し
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
S
h
a
w
夫
人
は
一
九
五
〇
年
ま
で
生
き
て

い
た
。
一
九
五
二
年
に
P
e
r
c
y

S
h
a
w
は
無
遺
言
で
死
亡
し
た
。
彼
の
死
後
、
原
告
た
る
彼
の
「
妻
」
（
M
r
s
.

M
o
s
e
l
e
y
）
は
、
は

じ
め
て
、
自
分
が
法
律
的
に
は
P
e
r
c
y

S
h
a
w
と
結
婚
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
死
者
（
P
e
r
c
y

S
h
a
w
）
に
よ
る
婚
約
の
破
棄
に
因
る
損
害
賠
償
を
、
遺
産
の
管
理
人
に
対
し
て
訴
求
し
た
。
原
告
女
の
賠
償
は
、
認
め
ら
れ
た
。
け

だ
し
、
死
者
（
り
Q
･
y
a
r
w
）
は
彼
が
死
亡
す
る
約
二
年
前
に
彼
の
法
律
上
の
妻
が
死
ん
だ
と
き
に
合
法
的
に
履
行
し
え
た
筈
の
原

告
女
と
結
婚
す
る
約
束
お
よ
び
彼
が
彼
女
と
結
婚
す
べ
き
地
位
に
居
る
と
い
う
黙
示
の
保
証
を
破
棄
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
婚
約
破
棄
に
因
る
請
求
は
、
そ
の
破
棄
の
事
実
が
、
回
心
・
∽
r
s
の
詐
欺
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

た
め
に
出
訴
期
間
が
、
原
告
女
が
真
実
を
発
見
す
る
ま
で
開
始
し
な
い
の
で
、
期
間
を
徒
過
し
た
訴
権
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ

で
問
題
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
本
件
に
お
け
る
原
告
女
の
如
き
立
場
の
者
が
不
利
益
な
影
響
を
う
け
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
後
に
「
Ｈ
　
副
次
的
諸
問
題
」
に
お
い
て
詳
説
さ
れ
る
。

　
㈲
　
「
ｃ
　
婚
約
破
棄
訴
訟
の
持
株
な
場
合
」
Ｉ
Ｉ
「
㈲
　
妊
娠
に
対
す
る
補
償
」

　
婚
約
破
棄
訴
訟
は
、
婚
約
中
に
妊
娠
し
た
女
が
、
父
の
決
定
手
続
の
み
か
ら
獲
得
し
う
る
以
上
の
も
の
を
、
男
か
ら
獲
得
す
る
た

め
の
手
段
を
提
供
し
て
き
た
。
諮
問
を
受
け
た
機
関
の
う
ち
に
は
、
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
婚
前
破
棄
訴
訟
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
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で
あ
る
と
考
え
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
六
八
年
の
扶
養
決
定
法
（
K
a
F
尿
n
a
n
c
e

O
r
d
e
r
sA
c
ﾆ
呂
8
｡

c
.
3
6
･
）
で
、
父
の
決
定
手
続
の
も
と
で
受
け
ら
れ

る
扶
賃
料
の
上
限
が
除
去
さ
れ
、
子
の
出
産
に
と
も
な
う
費
用
も
回
復
さ
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
委
員
会
は
、
か
よ
う
な
父
の
決
定
手
続
を
理
想
的
な
救
済
方
法
と
は
考
え
な
い
が
、
婚
約
破
棄
訴
訟
よ
り
は
適
切
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
、
し
た
が
っ
て
、
婚
約
破
棄
訴
訟
の
こ
の
局
面
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
議
論
し
な
い
と
述
べ
る
。

　
か
く
し
て
、
S
h
a
w
対
∽
r
a
l
事
件
の
如
き
場
合
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
は
な
お
救
済
方
法
を
検
討
し
且
つ
勧
告
す
る
の
で
あ

る
が
、
婚
約
中
に
女
が
妊
娠
し
た
場
合
の
救
済
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
糾
　
「
報
告
書
」
は
、
「
Ｄ
　
本
訴
訟
の
廃
止
に
対
す
る
従
来
の
動
向
」
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
今
日
ま

で
の
、
主
と
し
て
国
会
に
お
け
る
、
婚
約
破
棄
訴
訟
廃
止
に
関
す
る
動
き
を
あ
と
づ
け
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

前
稿
日
「
二
　
婚
約
破
棄
訴
訟
廃
止
立
法
の
前
史
」
（
本
誌
第
四
十
六
号
一
一
三
頁
以
下
）
に
そ
の
概
略
を
記
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ

れ
た
い
。

　
　
「
報
告
書
」
は
、
廃
止
立
法
の
動
向
を
、
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
一
は
、
一
八
七
八
年
と
一
八
七
九
年
の
動
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
七
八
年
に
、
}
{
a
s
r
}
{
に
よ
っ
て
婚
約
破
棄
訴
訟

廃
止
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
一
八
七
九
年
に
、
}
{
a
s
y
}
}
に
よ
っ
て
、
損
害
賠
償
を
現
実
の
金
銭
的
損
失
に
制
限
す
べ

し
と
の
決
議
案
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

　
第
二
は
、
一
八
八
〇
年
か
ら
一
八
九
〇
年
に
い
た
る
動
向
で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
に
は
、
右
の
H
e
r
s
c
h
e
l
l
　
は
　
∽
○
}
{
Q
{
t
(
)
?

G
e
n
e
r
a
l
　
（
法
務
次
長
）
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
c
o
l
o
n
e
l

M
a
k
i
n
s
が
、
婚
約
破
棄
訴
訟
を
廃
止
す
る
法
案
を
提
出
す
る
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意
思
の
有
無
を
た
だ
し
た
が
、
H
e
r
s
c
h
e
l
l
は
、
そ
の
意
思
が
な
い
旨
を
答
え
た
。
と
こ
ろ
で
そ
の
後
一
八
八
三
年
、
一
八
八
四

年
、
一
八
八
八
年
、
一
八
九
〇
年
と
、
つ
づ
け
て
婚
約
破
棄
訴
訟
廃
止
法
案
が
下
院
に
提
出
さ
れ
た
が
、
結
局
通
過
す
る
に
い
た
ら

な
か
っ
た
。

　
第
三
は
、
一
九
五
五
年
以
降
の
下
院
に
お
け
る
こ
の
問
題
に
関
す
る
質
疑
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
五
年
、
一
九
六
〇
年
、

一
九
六
二
年
、
一
九
六
四
年
と
、
か
さ
ね
て
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
下
院
に
お
い
て
質
問
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
そ
の
あ
ら
ま
し
は
前
稿

参
照
）
。

　
固
　
さ
て
、
こ
こ
で
、
「
報
告
書
」
は
そ
の
中
心
問
題
た
る
こ
の
た
び
の
法
律
委
員
会
の
諮
問
に
応
え
て
な
さ
れ
た
婚
約
破
棄
訴

訟
の
廃
止
な
い
し
改
正
に
関
す
る
諸
提
案
の
紹
介
と
比
較
・
検
討
に
入
る
。
す
な
わ
ち
「
報
告
書
」
は
、
ま
ず
「
Ｅ
　
改
正
に
関
す

る
最
近
の
諸
提
案
」
に
お
い
て
、
種
々
の
改
正
意
見
を
要
約
・
概
観
し
、
次
項
「
Ｆ
　
諸
提
案
の
比
較
」
に
お
い
て
、
こ
れ
を
五
項

目
に
分
け
（
の
な
い
し
㈲
）
、
各
々
の
提
案
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
細
な
比
較
・
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
以
下
、
印

に
お
い
て
、
「
報
告
書
」
の
右
の
「
Ｅ
」
の
内
容
を
紹
介
し
、
つ
づ
け
て
、
②
な
い
し
㈲
に
お
い
て
、
「
報
告
書
」
の
右
「
Ｆ
」
に

お
け
る
五
つ
の
項
目
（
提
案
）
に
関
す
る
委
員
会
の
比
較
・
検
討
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
�
　
「
Ｅ
　
改
正
に
関
す
る
最
近
の
諸
提
案
」

　
「
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
婚
約
か
ら
法
的
効
力
を
取
り
除
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
非
常
に
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
き
た
二
つ
の
主
張

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
現
行
法
が
「
男
を
た
ら
し
込
ん
で
金
を
し
ぼ
り
と
る
{
n
o
}
d
‐
d
紅
唇
品
）
」
性
質
を

も
っ
た
訴
訟
に
機
会
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
委
員
会
も
こ
の
主
張
を
正
当
で
あ
る
と
考
え
た
。
主
張
の
第
二
は
、
婚

姻
の
安
定
性
と
い
う
も
の
は
社
会
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
脅
し
が
存
在
し
な
け
れ
ば
お
こ
な
わ
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た
か
っ
た
よ
う
な
婚
姻
を
人
々
に
強
い
る
よ
う
な
訴
権
を
、
決
律
は
み
と
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
主
張
に

つ
い
て
は
、
委
員
会
は
、
必
ず
し
も
同
意
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
報
告
書
」
は
、
こ
の
よ
う
な
脅
し
は
架
空
の
も
の
で
あ

り
、
婚
約
者
が
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
不
満
足
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
い
る
婚
約
を
解
消
す
る
こ
と
を
思
い
止
ま
る
こ
と
は
な
い

と
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
「
報
告
書
」
は
、
諮
問
の
結
果
を
具
体
的
に
述
べ
、
最
後
に
諮
問
に
対
し
て
な
さ
れ
た
提
案
を
、
五
つ
に
要
約
し
て
述
べ
て

い
る
。

　
民
間
諸
団
体
へ
の
諮
問
の
結
果
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
の
廃
止
に
対
す
る
強
い
要
求
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
法
律

家
の
諸
団
体
は
、
こ
の
訴
訟
を
廃
止
す
る
か
又
は
改
正
す
る
こ
と
を
望
ん
で
は
い
る
か
、
婚
約
の
解
消
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
経

済
的
な
問
題
の
救
済
方
法
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。

　
右
の
法
律
家
の
団
体
の
う
ち
、
法
廷
弁
護
士
一
般
評
議
会
（
T
r
W
｢
o
o
g
l
」
が
、
損
害
賠
償
の
性
質
に
制
限
を
加
え
て
本
訴

訟
を
維
持
す
る
と
い
う
、
一
八
七
九
年
に
お
け
る
ハ
ー
シ
ェ
ル
議
員
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
方
針
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
示
唆
を
お

こ
な
っ
た
が
、
他
の
団
体
の
解
決
策
は
、
一
層
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
他
の
団
体
の
解
決
策
は
、
本
質
に
お

い
て
、
婚
約
の
契
約
的
効
力
を
捨
て
て
、
婚
約
か
ら
生
ず
る
損
失
（
又
は
利
得
）
の
公
正
な
調
整
に
も
と
づ
く
訴
訟
手
続
を
つ
く
り

出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
ほ
か
に
委
員
会
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
不
法
行
為
及
び
一
般
法
改
正
委
員
会
の
報

告
書
（
本
「
報
告
書
」
の
付
録
Ｄ
に
そ
の
抜
粋
が
あ
る
）
を
受
け
と
っ
た
。
右
委
員
会
は
、
婚
約
破
棄
訴
訟
を
廃
止
す
る
が
財
産
の
所
有

な
い
し
処
分
に
関
す
る
解
消
さ
れ
た
婚
約
の
当
事
者
間
の
争
い
を
解
決
す
る
こ
と
を
裁
判
所
に
可
能
な
ら
し
め
る
略
式
手
続
が
制
宅

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
採
用
し
て
い
た
。
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さ
て
、
本
項
「
Ｅ
」
に
お
い
て
「
報
告
書
」
は
、
改
正
の
た
め
の
提
案
を
、
次
の
項
目
に
要
約
し
て
い
る
。

　
第
一
は
、
何
ら
の
代
替
措
置
も
伴
わ
な
い
契
約
訴
訟
の
廃
止
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
回
復
さ
れ
う
る
損
害
賠
償
に
関
す
る
制
限
を
伴
っ
た
本
訴
訟
の
維
持
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
婚
約
を
信
じ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
利
益
と
損
失
の
調
整
の
た
め
の
訴
訟
手
統
に
よ
る
代
置
を
伴
う
本
訴
訟
の
廃
止
で
あ

る
。
　
第
四
は
、
婚
約
を
信
じ
た
こ
と
か
ら
蒙
っ
た
損
失
の
調
整
の
た
め
の
訴
訟
手
続
に
よ
る
代
置
を
伴
う
本
訴
訟
の
廃
止
で
あ
る
。

　
第
五
は
、
財
産
の
所
有
な
い
し
処
分
に
関
す
る
争
い
を
解
決
す
る
た
め
の
訴
訟
手
続
に
よ
る
代
置
を
伴
っ
た
本
訴
訟
の
廃
止
で
あ

る
。
　
第
一
の
提
案
に
お
い
て
、
当
事
者
は
婚
約
の
破
棄
又
は
解
消
か
ら
生
じ
た
補
償
あ
る
い
は
現
実
の
経
済
的
損
失
を
回
復
す
る
権
利

を
有
さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
彼
等
の
通
常
の
財
産
上
の
諸
権
利
は
一
般
法
の
も
と
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
雄
二
の
提
案
に
お

い
て
、
当
事
者
は
経
済
的
損
失
の
制
限
さ
れ
た
回
復
の
権
利
を
み
と
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
彼
等
の
通
常
の
財
産
上
の
諸
権
利
を
も

有
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
の
提
案
に
お
い
て
、
当
事
者
は
彼
等
の
通
常
の
財
産
上
の
諸
権
利
を
維
持
す
る
に
つ
い
て
も
当
該
調
整

に
し
た
が
う
こ
と
に
な
る
。
第
四
の
提
案
に
お
い
て
、
当
事
者
は
彼
等
の
通
常
の
財
産
上
の
権
利
を
有
す
る
に
つ
い
て
も
、
当
該
調

整
に
し
た
が
う
こ
と
に
な
る
。
第
五
の
提
案
に
お
い
て
、
当
事
者
は
、
何
ら
の
経
済
的
損
失
を
回
復
す
る
た
め
の
権
利
も
有
さ
な
い

が
、
略
式
訴
訟
手
続
に
よ
っ
て
、
婚
約
の
解
消
を
考
慮
し
て
、
彼
等
の
財
産
上
の
諸
権
利
に
つ
い
て
調
整
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
各
提
案
に
関
す
る
「
報
告
書
」
の
記
述
は
、
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
り
、
右
に
紹
介
し
た
域
を
出
な
い
。
そ
の
内
容
も
、
そ
れ
だ
け
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で
は
必
ず
し
も
充
分
に
諒
解
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
右
の
各
提
案
に
つ
い
て
は
、
次
項
「
Ｆ
」
に
お
い
て
か
な
り
詳
し
く
比

較
・
検
討
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
で
多
少
と
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
損
害
賠
償
に
一
定
の
制
限
を

付
し
な
が
ら
婚
約
破
棄
訴
訟
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
提
案
（
第
二
の
提
案
）
と
、
何
ら
の
代
替
措
置
を
も
考
慮
せ
ず
に
こ
の
訴
訟
を

廃
止
し
よ
う
と
す
る
提
案
（
第
一
の
提
案
）
、
さ
ら
に
何
ら
か
の
代
替
措
置
（
調
整
手
続
）
を
考
慮
し
な
が
ら
こ
の
訴
訟
を
廃
止
し
よ
う

と
す
る
提
案
（
第
三
、
第
四
、
第
五
の
提
案
）
の
三
種
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
②
　
「
Ｆ
　
諸
提
案
の
比
較
」
ｌ
－
「
田
　
何
ら
の
新
し
い
救
済
方
法
も
伴
わ
な
い
契
約
訴
訟
の
廃
止
」

　
こ
の
提
案
は
、
委
員
会
が
最
初
に
関
心
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ
の
提
案
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
本
契
約
訴
訟
の
欠

点
を
除
去
す
る
と
い
う
明
瞭
な
長
所
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
に
は
、
た
と
え
ば
婚
約
の
一
方
の
当
事
者
が
他
方

の
当
事
者
に
属
す
る
財
産
に
金
銭
を
投
資
し
た
（
一
方
が
他
方
の
購
入
し
た
家
屋
に
修
繕
費
を
か
け
た
）
よ
う
な
場
合
に
、
何
ら
の
回
復

も
存
在
し
な
い
。
委
員
会
が
諮
問
し
た
法
律
専
門
家
の
諸
団
体
が
こ
の
提
案
を
拒
ん
だ
の
は
、
な
か
ん
ず
く
こ
の
理
由
か
ら
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
「
報
告
書
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
よ
り
良
い
解
決
策
が
見
出
さ
れ
う
る
な
ら
ば
、
彼
等
が
そ
う
す
る
の
は
正

当
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
我
々
は
信
ず
る
。
」
と
。

　
㈲
　
「
Ｆ
　
諸
提
案
の
比
較
」
－
－
－
「
㈲
　
損
害
賠
償
（
額
）
に
対
す
る
制
限
さ
れ
た
権
利
を
伴
う
本
訴
訟
の
維
持
」

　
こ
の
提
案
に
つ
い
て
「
報
告
書
」
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
回
復
さ
れ
う
る
損
害
賠
償
（
額
）
に
対
す
る
制

限
と
結
び
つ
い
た
婚
約
破
棄
訴
訟
の
維
持
が
、
法
律
専
門
家
の
広
い
支
持
を
う
け
て
き
た
こ
と
は
、
委
員
会
の
諮
間
か
ら
明
ら
か
で

あ
り
、
こ
の
提
案
に
さ
い
し
て
、
一
般
損
害
（
g
e
n
e
r
a
l

d
a
m
a
g
e
）
に
対
す
る
意
味
で
の
特
別
損
害
（
s
p
e
c
i
a
l

d
a
m
a
g
e
）
だ
け
が
回

復
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
定
め
れ
ば
充
分
で
あ
る
と
の
示
唆
が
度
々
な
さ
れ
て
い
る
。
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だ
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
委
員
会
は
本
「
報
告
書
」
に
お
い
て
、
こ
の
提
案
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

は
、
か
な
り
詳
細
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
や
や
難
解
で
あ
る
が
、
そ
の
大
要
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
委
員
会
の
反
対
理
由
の
第
一
は
、
特
別
損
害
の
回
復
と
い
う
言
い
方
を
す
る
こ
と
は
と
く
に
有
益
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
損
害
賠
償
法
に
お
い
て
幾
つ
か
の
意
味
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
か
っ
て
一
九
三
四
年
以
前
に
お
い

て
、
死
亡
し
た
約
束
者
の
遺
産
に
対
す
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
特
別
損
害
の
回
復
の
み
が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
実
さ

い
に
原
告
が
そ
の
よ
う
な
請
求
を
み
と
め
ら
れ
た
事
件
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
嫁
入
道
其
の
よ
う
な
無
駄
に
な

っ
た
出
費
が
契
約
破
棄
訴
訟
に
お
い
て
回
復
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
契
約
法
上
の
損
害

賠
償
と
い
う
も
の
は
、
も
し
契
約
が
履
行
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
そ
の
者
が
立
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
地
位
に
原
告
を
置
く
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
婚
約
が
履
行
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
な
お
そ
の
よ
う
な
出
費
は
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、

た
と
え
ば
嫁
入
道
其
の
値
う
ち
は
全
く
同
様
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
行
法
の
も
と
で
は
、
必
ず
、
補
償
は
、
嫁
入
道
其
の
価
格
を

考
慮
に
入
れ
て
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
に
疑
問
を
表
明
し
て
い
る
。
「
我
々
は
、
も
し
婚
約
破
棄

に
よ
っ
て
損
害
賠
償
に
対
す
る
何
ら
か
の
権
利
が
生
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
世
論
に
と
っ
て
補
償
に
ふ
さ
わ
し
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
事
由
の
う
ち
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
と
は
い
え
、
原
告
は
、
被
告
が
原
告
と
結
婚
し
な
か
っ
た
と
い
う

事
実
の
み
を
理
由
と
し
て
金
銭
を
獲
得
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
同
意
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
。

　
と
こ
ろ
で
法
廷
弁
護
士
一
般
評
議
会
（
T
r
F
｢
c
o
g
l
」
は
、
委
員
会
に
対
し
て
、
回
復
さ
れ
う
る
損
害
賠
償
は
、
破
棄
の
時

点
よ
り
前
の
そ
の
者
の
何
ら
か
の
作
為
又
は
不
作
為
に
帰
因
し
、
且
つ
婚
約
を
信
じ
て
為
さ
れ
又
は
為
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
帰
因

す
る
原
告
に
よ
っ
て
負
わ
れ
た
経
済
的
損
失
と
等
し
い
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
助
言
を
し
た
。
こ
の
助
言
は
、
勿
論
、
誰
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も
が
好
ま
な
い
精
神
的
損
害
や
名
誉
毀
損
あ
る
い
は
単
な
る
婚
姻
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
の
可
能
性
を
排
除

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
委
員
会
は
、
「
報
告
書
」
に
お
い
て
、
委
員
会
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
で
も
な
お
行

き
す
ぎ
で
あ
る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
婚
姻
を
期
待
し
て
高
い
収
入
の
あ
る
勤
め
口
の
見
込
み
を
あ
き
ら

め
た
と
い
う
よ
う
な
「
失
わ
れ
た
チ
ャ
ン
ス
」
を
顧
慮
し
た
財
産
回
復
を
許
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ひ
と
た
び
雇
傭
の
見
込
み
の
損
失
を
顧
慮
し
て
損
害
賠
償
が
み
と
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
結
婚
の
見
込
み
の
損
失
を
理
由
と
す
る

補
償
を
排
除
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
―
‐
そ
し
て
、
法
は
再
び
、
一
般
損
害
賠
償
へ
の
道
を
あ
と
も
ど
り
す
る
で
あ

ろ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
委
員
会
は
、
損
害
賠
償
を
「
特
別
損
害
（
s
p
e
c
i
a
l

d
a
m
a
g
e
）
」
に
限
定
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
「
経

済
的
損
失
（
｡
i
i
n
a
n
c
i
a
i

l
o
s
s
)
j
に
限
定
す
る
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
も
疑
問
を
表
明
す
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
本
提
案
な
い
し
解
決
案
に
対
す
る
主
た
る
反
対
理
由
は
、
そ
れ
が
、
現
在
の
婚
約
の
契
約
的
効
力
を
存
続
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
旨
を
宣
明
し
て
い
る
。
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
損
失
は
、
相
手
方
の
過
失
（
{
回
ど
に
も
と
づ
い
て
回

復
さ
れ
う
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
委
員
会
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
不
法
行
為
及
び
一
般
法
改
正
委
員
会
の
見
解

に
同
意
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
㈲
　
「
Ｆ
　
諸
提
案
の
比
較
」
Ｉ
Ｉ
「
萌
利
益
と
損
失
の
調
整
の
た
め
の
訴
訟
手
続
に
よ
る
代
置
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
委
員
会
は
、
こ
の
提
案
に
積
極
的
だ
っ
た
が
、
後
述
の
如
き
問
題
点
が
あ
り
、
諮
問
団
体
の
賛
成
を
得
ら
れ
ず
、
結
局
こ
の
提
案

な
い
し
制
度
の
導
入
を
勧
告
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
。
「
報
告
書
」
は
、
右
の
経
緯
を
か
な
り
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
提
案
に
は
、
婚
約
を
契
約
的
関
係
の
分
野
か
ら
排
除
す
る
一
方
に
お
い
て
、
婚
約
の
過
程
で
生
ず
る
利
益
と
損
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失
が
当
事
者
間
で
公
平
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
じ
う
る
困
難
を
緩
和
す
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
の

み
な
ら
ず
、
財
産
回
復
は
、
原
告
が
無
責
の
当
事
者
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
委
員
会
は
、

こ
の
よ
う
な
長
所
を
考
慮
し
て
、
こ
の
解
決
案
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
い
検
討
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
も

し
、
調
整
的
訴
訟
手
続
が
定
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
の
裁
量
が
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
方
向
に
つ
い
て
、
若
干
の
指
示
が
制
定
法

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
け
だ
し
、
か
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
し
に
は
、
当
事
者
と
そ
の
助
言
者
は
不
安

定
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
本
提
案
を
諮
問
す
る
に
あ
た
っ
て
、
委
員
会
が
示
唆
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
六
点
に
及
ぶ
。
そ
れ
ら
の
全
て
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
し
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
た
と
え

ば
、
第
一
に
救
済
の
申
し
立
て
に
さ
い
し
て
申
立
人
が
陳
述
す
べ
き
内
容
に
関
す
る
指
示
、
あ
る
い
は
第
二
に
損
失
と
利
益
を
調
整

す
る
権
限
が
制
約
さ
れ
る
べ
き
事
項
の
範
囲
な
ど
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
委
員
会
は
こ
の
調
整
制
度
の
長
所
を
み
と
め
て
い
た
が
、
そ
の
導
入
に
対
し
て
大
き
な
実
際
上
の
障
碍
が
存
在

し
て
い
た
。
「
報
告
書
」
は
、
右
の
障
碍
を
次
の
四
点
に
要
約
し
て
い
る
。

　
第
一
は
、
長
期
に
わ
た
る
調
査
な
し
に
、
婚
約
中
の
当
事
者
の
出
費
を
吟
味
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
如
何
な
る
出
費
項
目
が
調
整
手
続
に
服
す
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
実
さ
い
上
困
難
な
事
柄
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
の
導
入
は
、
鶏
を
割
く
に
牛
刀
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
そ
し
り
を
う
け
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
点
で
あ
っ
た
。

　
第
三
に
、
こ
れ
が
も
っ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
調
整
訴
訟
手
続
は
、
お
そ
ら
く
、
い
ま
よ
り
も
一
層
多
く
の
事
件
を
裁
判
所

に
持
ち
込
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
て
あ
る
。
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最
後
に
、
委
員
会
は
、
調
整
訴
訟
手
続
の
倫
理
的
基
礎
が
、
お
そ
ら
く
世
論
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
人
々

は
、
裁
判
官
の
広
い
裁
量
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
配
分
を
も
た
ら
す
よ
う
な
、
破
棄
さ
れ
た
婚
約
の
経
済
的
・
財
産
的
要
素
の
詳
細
に

わ
た
る
検
討
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
報
告
書
」
は
、
右
の
四
点
に
わ
た
る
本
提
案
の
短
所
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
要
点
の

紹
介
の
み
に
止
め
る
。

　
さ
て
、
委
員
会
が
諮
問
し
た
諸
団
体
は
、
右
に
列
挙
し
た
本
提
案
の
欠
陥
を
感
じ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
委
員
会
は
、
利
益
と

損
失
の
調
整
制
度
を
イ
ギ
リ
ス
法
に
導
入
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
、
本
「
報
告
書
」
に
お
け
る
「
Ｆ
　
諸
提
案
の
比
較
」
の
う
ち
、
「
印
」
な
い
し
「
ｎ
「
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
た
。
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

容
の
誤
読
・
誤
解
に
つ
い
て
は
御
叱
正
を
仰
ぎ
、
ま
た
筆
者
自
ら
も
再
検
討
し
て
、
後
目
の
補
正
を
期
し
た
い
。

　
な
お
ひ
き
つ
づ
き
本
項
「
Ｆ
」
に
は
「
㈲
」
お
よ
び
「
㈲
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
「
Ｇ
　
勧
告
」
以
下
の
紹
介
と
と
も
に
次

稿
に
ゆ
ず
る
。
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